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起債で主なものは、どういったものがあったのか。

再発防止に向けた職員研修費用として、支出しております。

霞ヶ浦地区９名、千代田地区８名の方に委嘱をしております。

保護人員数ですが、平成21年度240人、平成22年度246人、平成23年度259人、
平成24年度263人と増加傾向にありました。しかし、平成25年度末は255人とい
うことで、やや減少しております。

防災無線の保守点検委託の中で、対応しております。

ホームページへの掲載は、ご指摘をいた
だいた後、すぐに対応いたしました。

平成24年度に職員の不祥事があった。その防止策に取り組んだ費用は、この
25年度決算に入っているのか。

廃棄物不法投棄監視員については、何人委嘱しているのか。

生活保護については、どのような傾向にあるのか。

防災無線を整備しているが、放送が聞こえづらい等の調整はどのようにしてい
るのか。

昨年の平成24年度決算審査において、
税の相談に対するＱ＆Ａについて市の
ホームページに掲載するよう指摘をした
が、対応は済んでいるのか。

石岡地方斎場整備事業債、神立停車場線整備事業債、防災無線整備事業債、下
稲吉小学校施設整備事業債などとなります。

決算審査特別委員会

○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成25年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

一般会計決算総額　　【歳　　　入】　１８０億８７２４万８７０３円
　　　　　　　　　　【歳　　　出】　１７４億８３４４万２９４３円

一般会計決算審査特別委員会
（９月12日、24日、25日、29日、30日開催）

【市ＨＰ】　よくあるおたずね（Ｑ＆Ａ） クリック

※起債とは…地方公共団体が必要な財源を調達するために負担する債務であり、その返済が一会計年度を超える長期の借入金。
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○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成25年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成25年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成25年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成25年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成25年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成25年度かすみがうら市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

特別会計決算総額　　　【歳　　　入】　１０６億１８３６万３５３６円
　　　　　　　　　　　【歳　　　出】　１０３億２３６９万６２８２円
水道事業会計決算総額　【収益的収入】　　１０億１３６３万３８４４円
　　　　　　　　　　　【収益的支出】　　　９億７５１７万７４４５円
　　　　　　　　　　　【資本的収入】　　　３億９００２万５３２４円
　　　　　　　　　　　【資本的支出】　　　７億１０４１万１０５７円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会（９月12日、24日開催）

国民健康保険税について、滞納者への対策は。

市では、供用開始の公示の日から３年以内に水洗化した方に対して補助をして
おります。補助金の額ですが、１年以内が５万円、２年以内が４万円、３年以
内が２万円となります。平成25年度については、１年以内が６件、２年以内が
１件、３年以内が１件で、合計８件となっております。

介護サービスを受ける場合、保険料を納めている方は、個人負担が１割となり
ます。しかし、滞納している方については、３割負担していただくこととなり
ます。

有収水量は減少傾向にあるため、経常経費を減らしていくことが方法として考
えられます。

下水道の水洗便所改造資金として８件補助しているが、その内容は。

介護保険料についての、滞納者への対策は。

水道の給水原価を抑えるための方法は。

※有収水量とは…水道料金徴収の対象となった水量

短期被保険者証として、保険証の有効期間を短くして交付しております。基本
的には、前年度に滞納がある方は６カ月、前々年度から滞納がある方は１カ月
の有効期間とし、その間に納付がない場合は、更新時に保険証を交付しないこ
ととしております。


